
で泳ぎ上ることが可能

であることがわかり、キ

アンコウが水鳥を捕食し

ていたという事例と合致

します。

津軽海峡、太平洋周辺

の漁業者から、毎年６－

７月頃に産卵されたキア

ンコウの漂流卵帯をよく

見かけるという情報を

得、実際、2005年８月

に易国間地区の小型定置網でキアンコウのものと思われ

る卵帯が採集されました（写真３）。また、2005年６月

に青森県水産総合研究センター試験船東奥丸が青森県尻

屋沖の太平洋上で釣獲したミズウオの胃内容を調べたと

ころ、浮遊期間中のキアンコウと推定される稚魚十数個

体を観察しています（写真４）。

以上のように、キアンコウの謎が徐々に解明されつ

つあります。また、標識放流した個体が比較的短期間

に成長し、数個体が単価の高い冬季に再捕されたことか

ら、多獲・低価格時の春～夏季に本種を再放流し、高価

格時の冬季に漁獲を移行させることが資源管理・漁業経

営上、推進すべきことと考えられました。

2004年にノーベル平和賞を受賞したワンガリ・マー

タイ女史が、日本語の『もったいない』という言葉に感

銘を受け、世界に広めようと提唱し、その後様々な分

野で『もったいない』が推奨されています。水産の分

野でも『もったいない』という気持ちを大事にしたいも

のです。
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皆さんは、毎日、朝起きれば顔を洗います。蛇口をひ

ねると水が出ます。このライフラインとしての水道水、

一体どの様な経路で家庭まで来ているのかと、考えたこ

とがありますか？

水源地から揚水され、浄水場で濾過、滅菌、配水管を

通り…、といろいろ思い浮かぶでしょう。

さて、当所の飼育棟、親魚棟に来れば、どのバルブか

らでも、いつでも海水が出ます。この海水はどのように

して給水されているのでしょう？

そこで今般、貴重な「センターだより」のページをさ

いて、当所の海水取水設備について、いままでの経験談

と共に紹介することにいたしました。

取水設備の概要

まずは、当所の取水設備の概要は次のとおりです。取

水口（海底、水深７－８m）、導水管（口径400mm２

本組、90m）、取水ポンプ（7.5kw、３基）、揚水管（口

径250mm、全長30m）、濾過棟（処理能力80m３/h、

３基）、メイン配水

管（口径250mm、

200mm、それぞ

れ１系統）等を経

由し、端末部にあ

るバルブから飼

育、実験用の海水

が供給されており

ます。もちろん、

飲用水ではないの

で滅菌装置はあり

ません（図１）。

庶務担当　主査　荒　田　　　茂

写真３　キアンコウ？の卵帯 写真４　ミズウオの胃内容

濾過施設棟 作業棟 

着水槽 
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ど
ま
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繋
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岸
壁
 

防波堤 

8
5
m

取水管 

（400mm径２本組） 

取水口 
10m

図１　海水導水管配置図
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海水取水管の管理

そこで、まず最初に紹介したいのは、「海水取水管の

管理方法」についてです。これには大変な労力と経費が

かかります。いちいち取り上げればきりがありませんが、

海中には数多の生物が生息しており、定着性の生物の浮

遊幼生が中に入れば、すぐに取水管の内壁に付着し住み

着いてしまいます。特にやっかいなのが、ムラサキイガ

イやフジツボなどです。放っておけば、これらが成長す

るとともに、取水管を閉塞させ、揚水量を低下させてし

まうのです。

取水管の管理（清掃）はどこの施設でも悩みの種です。

この対策をうまくやるかやらないかで施設の運営の善し

悪しが決まります。当所の場合、導水管は年１回２本を

交互に、揚水管は年２回（５月と11月）、内壁に付着し

た付着生物の清掃を実施しています。この清掃作業には

経費節減のため当所職員が一丸となって対応しています

が、このような実施体制は古くは初代の水産増殖セン

ターが昭和43年に開所以来続けている伝統的な行事と

なっています。しかし、配管の組み替えなどかなりの労

力を要する作業であり、海水まみれの作業となるため、

進んでやる人は少ないのが実情です。

この作業を長年やってきて、面白いことに気が付きま

した。海底部の導水管と陸上部の揚水管の内壁の付着物

量を比較すると、意外にも陸上部の揚水管の方が多いと

いう事実です。この原因についてどう解釈すればよいの

か考えてきましたが、うまく説明できませんでした。し

かし、おそらく両者の管内を流れる海水の流速の違いで

はないかと思い当たりました。揚水管の方が口径が格段

に小さいため流速が速いのです。すなわち、流速が速け

れば付着生物の餌料となる有機物が多く取り込め成長が

早まるからではないかと。これは小職の推測であります。

配管内壁の清掃法

配管の内壁の付着生物の除去ですが、「ポリピック」

という砲弾のようなものを管内に挿入しポンプの水圧で

圧送して通すことによって除去します（図２、下）。ポ

リピックには弾力性があるので管内をズルズルと付着生

物を除去しながら前進していくのです。作業が進みます

と取水口近くの海面は管内から押し出される汚泥のため

黒く変色し、ポリピックが忠実に仕事をしていることを

実感できます。導水管にポリピックを挿入して約10分

後、貫通して水面に浮かび出たら無事終了です。この瞬

間、「今年もやったぞ！」と感激すら覚えます。

海水濾過装置

海から取水しただけの海水は夏場とか時化時には浮遊

物が多く濁っており、そのままでは飼育用水として使え

ません。そのために濾過棟が設置されております。海水

を砂濾過してプランクトンや浮遊物を除去する装置です

（図２、上）。

以前の水産増殖センター時代には砂濾過槽が貧弱で

あったため、急速濾過機と言って強引に加圧して濾過す

る装置で凌いできましたが、時としてガスが発生し、大

量にヒラメの親魚などガス病で殺したことがたびたびで

した。現施設を新築する際、このことを考慮にいれ無加
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ら
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サイフォンブレーカー（エアー管） 
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逆
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濾過時海水経路 
逆洗時海水経路 

図３　濾過棟断面模式図
図２　濾過棟、逆洗管が３本みえる。（上）、

ポリピックとその発射台（下）



圧型（開放型）の濾過槽の設計としたのです。

砂濾過槽は長時間使用していると濾材が目詰まりを起

こし処理能力を低下させます。そこで濾過槽の下から上

に海水を上げて洗い流す必要があります（逆洗という）。

当所ではタイマー式の真空ポンプによる「強制逆洗方式」

と濾過室内の汚れがひどくなると水圧上昇により、自動

的に逆洗する「自動逆洗方式」の二通りの方式を採用し

ております。

後者の自動逆洗方式ですが理解するには少し勉強が必

要です。濾過棟の断面を図３に示しました。当初は小職

もポンプも働いていないのにどうしてひとりでに逆洗さ

れるのか理解できなかったのです。実は水理学でいう

「サイフォン」の原理をうまく利用しているのです。皆

さんが、灯油タンクからストーブの油タンクに油を移す

とき使用する石油ポンプを想い出して下さい。これと作

用は同じことです。断面図の中に「サイフォンブレー

カー」という部分がありますが、これは丁度石油ポンプ

の頭にあるつまみの部分に相当し、注油を停止させると

き、つまみをゆるめて空気を入れることによってサイ

フォンを切りますが、これと全く同じ作用をします。こ

の図を見て自動逆洗がどうして生じるのか理解できる方

はなかなか、大したものです。

自動逆洗のことでいまでも思い出すのは、ある日、自

動逆洗が３基同時に起こりあわてたことがあります。前

日からの時化で、海が濁ったせいでしょう。「何が起

こったんだ！」、「ゴー」というものすごい音がします。

サイフォン管からの逆洗水で、排水溝は溢れんばかりの

激流です。今でもその轟音は私の耳に残っています。海

水使用量の減少と共に、そのとき以来、このような事態

は起きていません。

以上、取水管清掃業務についての一端をご紹介しまし

た。細かいところまで書けませんでしたが、少しでも小

職の仕事が皆様に理解され、参考になれば幸いです。

海水はいつでも清浄なものが十分給水されるべきであ

る。事故による給水ストップがあってはならない。この

ことを実現するため関係者は日夜努力しているのです。
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ウスメバル稚魚は３－４cmサイズまで流れ藻などの

浮遊物に付随して成長しながら漂流生活をしますが、最

終的には群れをなして浅海の岩礁域に着底し、次第に深

場に移行するものと考えられています。成魚では水深

100－150mの岩場がすみかとなっています。

昨年６月23日、小泊で中間育成した本種の１歳魚

（全長約９cm）の標識放流に立会い、思わぬ本種の能力

を実見することができましたので、ここに報告します。

放流場所は小泊漁港北西10.5km沖合の水深100mに

設置した高さ35mの高層増殖礁群があるところでした。

高層増殖礁はやや平坦な砂礫の海底に40m間隔に12基

固めて入れられ、その外周は大小の魚礁群70基で囲ま

れています。その広さは約230×470㎡です（図１、２）

放流現場では魚探でその位置を確認してから放流した

わけです。魚探では放流魚が潜降していく様子がはっき

りと確認され、ものの数分で魚礁めがけて着底したこと

が確認できたのです（図３）。このとき、魚探に写った

魚群の潜航していく様子を写真に撮っていなかったこと

が悔やまれますが、立会証言者は工藤魚類部長、小泉技

師がいますので私

が嘘を言っている

のではありません。

一体、放流したも

ののちゃんと高層

増殖礁の天辺に着

底してくれること

は願っておりまし

たが、ものの見事に

潜降したことには

驚かされました。

水面から底にあ

る増殖礁の頂部で

も65mの深場です。

いくら透明度が良く

ても20mそこそこ

ですから、人間の目

でここの底に魚礁

があることは分か

研究調整監　塩　垣　　　優
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図１　小泊地区高層増殖礁と
西津軽堆の位置図


